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表 1 1~1*線第 4 林絞め1í1?:ブロ tパ、の測定年度
ブ口ットNo. 第一1m 第二郎 ~1七三 lIil
Kl 1975 1980 1987 
K2 1975 1980 1987 
K3 1976 … 1987 
fこO



















して，主として 10cm下i設でまとめ.6-8 cm 
について触れるj話合は別表とした。樹木位段関は，
Jトlil.KlとK2の2級所のプロット!々で作成し


























数比取と材柏比率をみると. K1ではそれぞれ32.596と35.0%. K2では56.4%と57.1%. さら
に76年の K3は13.9%と16.9%となり， トドマツ混交さl>・f舎の大小によって各プロットをほ分ずる
ことができる。 tr~こに，本数I1出伎のプロット間変動が大きい。 IJ\現木数の多い)1既に 3 諮問までと










されるo K1では. 75年の39.8%から87ipには46.2%となり， K2でも57.1%から60.496へと拡
大した。














器fiIl * 数 平均直 断面積 材積 本数% 続出積% 材続%
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1.13 9，87 9.87 10.97 
0.04 0.23 0.23 0.30 0.82 0.80 0.81 りZり
2.89 3.16 2苦4 22.50 24.70 22.89 15.64 16.47 16.46 17.31 
Oβ9 0.09 0.10 0.63 0β3 0.70 1.65 1.61 1.69 0.55 
0.08 0.08 0.09 0.61 0.61 0.68 0.82 0.80 0.84 0.50 
0.17 0.17 0.19 1.35 1.35 1.49 1.23 1.20 1.27 1.03 
0.57 0.59 0.49 4.27ι49 3.75 4.53 4.42 3.80 3.42 
0.27 0.29 0.31 1.73 1.92 2.08 7.00 7.23 6.75 1.60 
0.34 0.34 0.60 2.44 2.44 2.47 2.88 2.81 2.53 2.06 
0.60 0.63 0.46 3.99 4.18 3.04 5.76 5.62 4.64 3.59 
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総数/plot 243 2，19 237 
総数/ha 486 498 474 




16.68 17.65 18.17 153.20 162.14 153.20 162.14 169.84 100，00 100.00 100βo 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
33.35 35.2息 36.34306.41 32-1.28 306.4 1 324.28 339.68 
表2 2 
K2 
綴符本 数 平均 1笈 断面積 材主主 本数% 断街積% 材積%
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20.54 22.22 23.39 183.50 19立65216.36 100.00 100.00 10(J.00 100.00 100.00 100.00 lOO.OO 100.00 100.00 
41.08 44.43 46.77 367.00 399.31 432.73 
総数/plot 470 488 458 





経J綴 本 数 平均rbIi主 断i1ii獄 材 校i 本数 % 能ri凶m % 材絞 % 
76目 手87 76' '87 76' '87 76' '87 76' '87 76' '87 76' '87 
トド?ツ 29 25 23.'10 28.60 1.62 1.99 16.36 21.22 13.9<1 12.32 13.79 16.15 16哲5 20.51 
ヤチダモ 2 2 32.00 35.00 0.16 0.19 1.50 1.80 0.96 0.99 1.39 1.57 1.55 1.7<1 
ミズナラ 1 46.00 52ρo 0.17 0.21 1.55 1.97 0.'18 0.4 l.12 1.72 1.61 1.91 
シナノキ 19 18 26.30 25.90 1.54 1.34 13.92 12β5 日町13 8.87 13.11 10.92 14.43 1.65 
ハルニレ 15.00 17.00 0.04 0.05 0.26 0.36 0.96 O.官 0.31 0.38 0.2:l 0.34 
アサダ 1 44.00 44.00 0.15 0.15 1.36 1.36 0.48 0.'19 1.30 1.23 1.40 1.31 
カツラ 2 54.00 35.1 0 0.23 0.28 2.12 2.63 0.48 0.99 i‘95 2.23 2.20 2.54 
ハザギリ 6 7 24.00 23.70 0.32 0.39 2岨73 3.28 2.88 3.45 2.76 3.15 2.83 3.17 
ダケカンパ 2 1 32.00 16.00 0.21 0.02 1.9:l 0.14 0.96 0.'19 1.81 0.16 2.00 0.14 
イタヤカエ 65 66 29.20 29.80 4.91 5.26 38.26 <1.33 31.25 32.51 <1.89 42目73 39.65 39.95 
シウリザク 16 18 18.60 18‘40 0.54 0.59 :弘吉3 1.34 7.69 8.87 4.59 4胸79 1.07 1.20 
キハダ 3 3 14.70 16.00 0.06 0.07 0.38 0.48 1.'1< 1A8 0.49 0.56 0.40 0.46 
ホオノキ 5 5 21.0 21.56 0.22 0.23 1.70 1.74 2.40 2.46 1.89 1.85 1.76 1.68 
γ ォダモ 25 20 13.00 13.90 0.35 0.32 2.24 2.07 12.02 9.85 2.99 2.57 2.32 2.00 
キタ口ブrシ 5・ 6 29.60 2仕00 0.37 0.41 2.65 3.23 2.40 2.96 :1.l8 3.55 2ι75 3.12 
ヤマグワ 2 2 17.00 20.()() 0.06 0.05 0.68 0.74 0.96 0.9哲 0.55 0.43 0.70 0.71 
サワシノ〈 17 16 1仏50 1哲也60 0.58 0.51 3.73 3.46 8.17 7.88 4.93 4.38 3.86 3.35 
ニガキ 4 3 17.50 21.30 0.10 0.11 0.6<1 0.68 1.92 1.48 0.8告 0.88 0.67 0.66 
ノ、シドイ 3 :l 18.00 15.90 0.09 0.08 0.58 0.50 1.44 1.48 0.76 0.63 。‘60 0.48 
?ユミ 。 l 0.00 10.00 0.00 0.01 0.00 。04 0.00 0.'19 0.00 0.06 0.00 0.03 
ノワウツギ 。 0.00 10.00 0.00 0.01 0.00 0.04 0.00 0.19 0.00 0.06 0.00 0.03 
総数/plot 208 203 11.72 12.32 96.51 103.'15 100βo 100.00 10.00 100.00 100.00 100.00 











アズキナシ 3 2 
イタヤカエ I 2 2 
ヤ?をミジ 8 U 7 5 
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ギャップ担分布の定義は米だi唆 1 i~であるが，安i 広別に分けて分布をみると，さらに特徴が明確
となる o Klおよび K3におけるトド?ツセは.2cm陥で分布に切れ羽ができ，断続的でバラツ





とアオ・ダモについては，分市がノト?廷にfl"iり， 4占JEIi特↑生を示している。 ただし，分布の取は.Kl 
とK2がフラットであるのに対し.K3ではi';:!;JしたLM分布となっている。
このように，総数レベルにみられる分布の特数は，林分を椛!点する各HH来日の fllLI に y~ なる分布
がJ立なりあって，形成されたものと見ることができる。
98 
!¥ 1 イタヤ 1¥2 アオダモ K3 イタヤ
10 10 10 
もし…
1¥.1 ハシドイ 1¥.2 ハリキ'リ 1¥.3 アオダモ
10 10 
口一一一伽 MII 'I，~ .1 O f>O 
1¥.1 アオダモ 1¥.2 ヤマモミジ K3 シナノキ
10 10 10 









トド?ツの分布についてみると， K2の傾向がもっとも明官訟で， 20cm I絡のギャップとともに
全体の分布が右にシフトしているο このお下がり分布そのままの移劾が，総数の推移における













































:-; トドマツ (Abi凶 sachalinesis:¥ll!)l) 
L 1 ヤチダモ CF'raxinugmandshui'nIca HuprJ 
Lll カツラ CCercidiphllumjuponicnm :!ieb.l 
ミズナラ (Quercusmon符olicaFisch. ex)， 
ハルニレ CUJmc附 davidiannPlanchJ. 
ウダウカンパ CI3etulamaximowicziann !{ogc!)， 
ダケカンパ (BetuJaermnnii Cham.) 
し1 γオダモ(j♂raxinuslanuginosa Kuidz)， イタヤカエデ(i¥cermono :'dtlXim) 
LIV 
ヤマモミジ (Acerpalmatum Thunb). ケヤマハンノキ (Alunushirsuta TurはJ
シウザザクう(ドrunusS3iod Fr. SchmJ キハダ (Phcllodendromamuren開 Hupr.)
ハタウンポず Styr8xobassiu Sieb.l エゾヤマザクラ (Prunussargcntii HuhdJ 
コγ アブラ L¥canthopanaxsciadophylloidcs Fl¥et 58V.). 
ホオノキ(1，1ngnoJiaobvnto Thllmb.l 
コブシ (YJagnoliaJWbllS DC.l 
サワシパ (Carpinuscordota担lumc).
ミズキ CCornuscontrovcl'・suH剖削1).
オニグJレミ (Jllgalunsmandshurica ~1axim.J. 
マよるミ (Euonymus開eboldianusJヨlume)，









q uassioidus Bulm.) 
; commixta i JedJ.) 
ret.iculata Hara) 
japonicum Thunb.J 




について，何年と昨年 (K3は76年と87年)を比較したものが，悶 5である O
Klの場合， ギャップの多い不続長IJな裂であるが， 40 cm階のピークが， 測定期間中におへ効
いたことがわかる。 とくにトドマツの勤きは特徴的で，分:ののピークが切らかに 40cm 1務問か




いる拙，全体に切れ目の~いJi l ~\'I分布である。分布のは frc は， 30 cmから 40cm1終にかけて右へ
ifUJいている。
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る。 K2の場合が分布全体のシフトぞともなった事例であるo Klのトドマツ 40cm I殺のピーク
移動の場合のように， llJil られた筏級のお上方移IIYJのタ~も興味深い。 tfJ二 lこ，材積分布におけるギ
ャップのとらえブjである。このギャップは，説話分布に対応して現れる場合が多い。材積分布の


















若手プロットについて，測定期間中の 31扇の測定結泉をもとに， 75年から80生存(持活u羽)， 80~句­
から87年(第2JlJ) ， さらに75年から87年(会期)のそれぞれの成長率を計測したものが，表G





し双 1岨61 0.88 1.23 -3.10 1.04 2.05 1.92 
Lil 1.19 -0.58 0.11 1.59 2.35 1.51 3.20 
LIV 1.85 -3.59 1.23 1.21 1.4 
立数 1.7 1.20 1.50 -0.88 -0.15 2.7日 5.27 
1¥3 
余
31…16 18-58 60-68 60-68 
トドマツ 2.57 0.67 …2.30 5.75 2.04 
ヤチダモ 1.86 3.31 1.06 
Lll …0.80 1.33 3.98 …0.32 1.'l 
しil 0.68 …0.15 …0.91 1.35 2.80 
LIV 0.39 1.35 -2.30 4.21 
0.63 -0.01 -0.88 2.12 2.11 
1) KI， K2， K3は，各プロット
2) '75…'80， '80-'87は，成長本計算の主IJJUlin交と終J~lfl，j良をぷす
:1) 成段取(%) (終J~H.イ約一初j別f;f綴)/初lVl材約/iJtIJ慾 lVlfifl
(一) 。目。
( ) 0.00 
~) (十)は，主IJJVJ に ~iJ\lHillがなく終郎Hこ測定された場合， (ー)はi必 lこ，終 JUl に~ìJtlJ
t立が1fitくはったもの








ち， L I. L il. L N1J:fはマイナスlこ転じた。会期でみると， トドマツ・ヤチダモ・ Lili咋がプ
ラス， L五.LN1JY:が?イナスとなった。全体として， トドマツの成長が林分成長を引張るかた
ちになっている。 さらに，径級区分別にみると，プラス成長では， トドマツの 48cm-58 cmの
成長取の刊さが際だっている。 また，マイナス成長に閉してみれば トドマツの 22--32
cm階と 34-46cm階における?イナスがtl:Iヨされる。
成長計算だけでは， ζの成長が経級内!とおける目提成長によるものか，下位からの進級によ
るものかはわからない。 しかし，前述の技能分布の移動から捻糊されるように， 48-58 cm I惜の





次に， K2をみると，節目出10.7796の成長を示したものが，!X~2J留では 0.77% と鈍化し，
期で1.50%であった。 樹級別にみると， trn郊においてはどの樹総務もプラス成長を示したが，
~2 期では，会てのj言語flIT J洋で依が小さくなり， L lHMとLIYn:fでは?イナス成長IC転じた。会期
を過してみると， トドマツが2.06%と比較的高い成長取となった{札プラスとなったものが多い。
ただ， LmlY:のみ?イナスとなっている。 筏級別では， 34ω46 cm除以上において，プラス成長と
なり， 22…32cm 階以下と対照的な勤きを見せている。 とくにトド?ツ 48-58cm階の 19.6396成







以上の 3プロットの動さをまとめると，次の緒J誌を指摘できる。第一lこ， 1l !}J~J的な成長の悲で
ある。 K1とK2にみられたように， 751:ドから80年にかけての 5ヶ年i留の成長に比べて， 80年か




























1{ 17 21 
枯鋼材積1.572 13.877 15.'149 
枯総本 0.35 2.04 1.36 
1) Kl， K2， K3'ま，おプ口ット1l'iな
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まず， は筏|階 10cm以上について， 1'jm木の係|絞別本数ならびにその材稲から1'i1j損率ぞ




定期間rl:Jの林分成長本は， 0.6496であり， K2以1.2096， K3は0.6396であった(前掲表6)0 材
Trl成長に限ってみれば， ，逆界水よりも，存nm休の成長がどの，こ;fi1j:j民を上田るかが{問題であ
る。 この問題は，政筏附JIJの.tji木勅態とIYil:illiしており， 1iiを攻めて触れたい。 なお， 6-8 cm階
のお!i拐については，データのi絞ったj~]II\lについて，まえ 8(こ・しておいた。

































































































整型ζ並立山 2826 16 12 
1) Kl， K2， K3は，各ブ口ット殺な
2) '75…'80， '80…'87， '76-'87は，測定の初JV作成と終j例年i交をぷす
3) 江主級の{自立，初JUFlミj立に測定されたfl1*が，終j例年伎においてどこまでlj;Jえしたかについて，
!料品停止・ 2cm持者滋級・ 4cm附滋級…… iこ分けて議~JlJl したものである。


























































































































Abies sachalinesis Kas¥ 
x ・ Ij;~ i:lll Ilf 
hard縛oodgroup 1 
d : J:泌総 IIl!
hardwood group 1I 
0 ・ JE~i:l1 1lI1l1
hardwood group 1 円。・1よi;?;Hj1V11
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Abies sachalinesis Mast 
x : 1.ぷ3謀総 Ilii'
hardwood group 1 
ム }j~!iY:樹Il WI' 
hardllood groUp I1 
臼:JJ~~定例1lIU'I 
hardllood gr日upI 。:1.ぶ築制IV1Ii' 
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o o 0 
<> 。 O 
O 
IフLCIT .:t 
O 。 Q;lJ 
口仁 o 仁o
O 










Q 。00。 O 
仁l O 。 。o日
日 O 。 。
o 0 。






<> 。 O 
octt 0[J 口 。







関7 {謎水位践 i湖 CK2)
殺1 樹符j将司 IJの段近桜木;の構成\~IJ合
Pcrcentage compoぉitionof moおi












トドマツ 65.9 2.2 6.6 
Abies sachalin出 isMast 
広終結tu't 10.0 10.0 10.0 70白。
hardwood group 1 
広終結II辞 12.2 0.0 61.2 14.3 
hardwood group I 
!ぷ終樹IJ群 21.7 3.2 9.7 48.4 
hardwood group IJ 
















トドマツ I1洋広築総II 広1長ti斑fi't 広葉樹IVl符
トドマツ 63.8 0.0 7.8 20.7 7.8 
Abies sachalinesis Masl 
広ま良樹Il詳 0.0 25.0 0.0 62.5 12.5 
hardwood grollp 1 
広葉樹Iit，(: 9.8 。目 73.9 8.7 7.6 
hardwood grollp I 
広葉樹服ur 24.0 5.0 8.0 52.0 11.0 
h臼rdwoodgrollp IJ 












トド?ツ 05.9 2.2 1.1 0.0 6.6 9.9 0.0 3.3 3.3 2.2 
Ahies sachalinυsis :-v1ast 
ヤチダモ 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 ~O.O 。 10.0 。 10.0 
Fraxinus mundHhurka Rupr. 
カツラ 12.5 Il.O 75.0 。# 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1l 。
CurcidiphtJum japonlcun Siub 
νナノキ 0.0 0.0 0.0 89.5 0.0 0.0 0.0 0.0 oι。 1合5
Tilia japonica Simonkai 
アオダモ 15.8 。 。 5.3 21.1 36.8 0.0 。 5.3 5.3 
F，れXInU符 lunu詰inosal<oidz 
イタヤカエデ 27.3 1.6 2.3 0.0 11.4 22.7 4.6 4.6 4.6 2.3 
Accr mono :Vluxim 
コブシ 10.0 0.0 。 0.0 0.0 20.0 50.0 0.0 0.0 20.0 
:Vlagnolia kobus DC 
ホオノキ 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 50.0 。 。
:vlagno!ikl obovato Thub. 
サワシノて 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7 0.0 7.7 38.5 0.0 
CarpIllUS cordatu Blumc 
ハシドイ 10.0 2.5 2.5 7.5 0.0 2.5 0.0 2.5 。 70.0 
Syringa ruticull1lt 1'a1'o 
Plol K2 
h設近抜本の樹総 1It1!.: % 
Spucics トドマツヤチダモカツラシナノキアオダモイタヤカエデコブシホオノキ吋ワシパハゾドイ
トドマツ 63.4 0.0 1.7 0.9 3.5 7.8 し7 5‘2 2.6 2.6 
l¥bies sachalinesis :vlast 
ヤチダモ 0.0 25命。 0.0 0.0 0.0 37守5 。 0.0 0.0 12.5 
Fruxinus mandghurica Hupr 
カツラ 6.9 0.0 89.7 0.0 。‘。 21.4 。 0.0 0.0 0.0 
CurcidiphUum japonicun Sωb. 
シナノキ 2.2 0.0 0.0 87.0 6町5 0.0 0.0 。 0.0 4.4 
Tilia japonica Simonkai 
アオダモ 28.6 0.0 0.0 21.4 14.3 21.4 o町。 0.0 。 0.0 
Fraxinu!:) lanug'inosa 1むJidz
イタヤカエデ 2<1.3 8.1 0.0 0.0 8.1 32.4 2.7 2.7 2.7 5.4 
Acer mono :vlaxim 
コブシ 22.2 0.0 0.0 0.0 。 11.1 66.7 0.0 0.0 。
:Vlagnolia Iwbus DC 
ホオノキ 21A 0.0 0.0 0.0 。 11.1 0.0 71.4 0.0 0.0 
:.1agnolia obovato Thub 
サワシノぐ 21.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 。 0.0 28.6 0.0 
Carpinus cordatn Blume 
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We have been investigating adual conditions of a natural forest at Hokkaido from 
1975， and surveyed permanent plots which set up in Shiranuka area of Kyoto university 
forest. Changes of forest composition during a measurement are as follows : 
Species which appeared in each plot were not changed. A frequency distribution of 
D.B.H吋 shownas Fig. 2-Fig. 5， isnot uniform and continuous. They have some gap. 
1n total number of trees， a number of trees above 30 cm increase but a number of trees 
under 30 cm decrease. The change is difference between each diameter c¥as. A ratio 
of volume growth is difference between a term of 1975-1980 and a term of 1980-1987. 
The latter is higher than the former. The ratio of Abies sachalinensisλ!fast. is highest 
in al species and contributes to an increase of total volume. The ratio of species which 
compose undergrowth is low. The ratio of a diameter c¥ass 4ふ58cm is highest. Move-
ments of mortality and growth which is shown in Table 6ω8， isslowly. But in large dia-
meter c¥ass， that is rapidly. The movement is difference between small diameter c¥ass 
and middle or large diameter c¥as. 
